
加 害 者 の 家 庭 の 対 応 
１ 学校に相談する。  
２ 両親が一緒に叱責しないこと！  
３ 事実を聞き出す。  …  まず「どんな行動をしたのか？」  
４ 徹底的にいじめを否定する。  
  ・「これは人間として許されない行動だ、私も許さない」  
  ・「相手の子は苦しんでいるのよ」  
  ・「お前の気持ちは分かった、もっと話し合おう」  
５ きちんと謝罪をする。…被害者とその保護者に意向を確認する。 
６ 今まで以上に子どもとのかかわりを多くもつ。  

                                               

いじめは、どの子どもにも、どこの学校でも起こり得る問題で、『人権侵害』にあたります。 

いじめられている子どもの立場に立って、学校と家庭が協力していじめ問題を解消しましょう。 

小野市教育委員会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

                                  

被 害 者 の 家 庭 の 対 応 
１ いじめられている事実が分かった時 
①早急に学校へ連絡する。 
②抱きしめたり、手を握りしめたりスキンシップを図る。 
③いじめのひどい時は学校を休ませることが必要です。 
２ 子どもに送るメッセージ 
・「あなたは大事な子なのです」 
・「生きる価値がある人間なんだよ」 
・「お父さんとお母さんは最後まであなたを守ってあげる」 
・「これは解決しないといつまでも続く、一緒に乗り越えよう」 
３ 危険信号に気づく（特に自殺のサイン） 
・死についての発言はないか？・死を賛美する言動はないか？ 
・眠れない様子はないか？ 
 

 
・ 学校へ行きたがらない。  
・ 機嫌が悪い。  
・ 学用品の破損、ノートに落書きがある。  
・ 急に遅刻や早退が増える。  
・ 転校したいと言う。  
・ 先生と友達を批判する。  
・ 喜怒哀楽が激しい。  
・ 親に隠し立てをする。  

 
・ 金遣いがあらくなる。  
（親の財布から金が抜かれている）  

・ 友達からの長電話にていねいな語調で応答する。 
・ 服が汚れる。体に傷がある。（傷の場所に注意）  
・ いたずらされ、物が壊される。  
・ 外に出たがらない。  
・ 親の学校への出入りを嫌う。  
・ 学校のようすを聞いても言いたがらない。  

家庭でのいじめチェックポイント  


